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楽しいオフィス by 沖縄

120 WORKPLACE KOBE  （ 神戸新聞社 ）

沖縄のホテル 時間をつくる
葉山シャツ本店
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場の刺激によって仕事が生まれる
後藤横浜事務所 OFFICE

幕張メッセ展示会

リクシル不動産ショップ＋街かど設計　実店舗
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役員会議コーナー

可動型　フレキシブル OFFICE
THE NET 
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懐石処  まほろば

道は日本の文化

1200 年前の悠久の日本　 藤原家の別荘地で食する
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廊下や階段は
景色の移り変わりを楽しむ
場所なのです。
1200 年前の貴族になったつもりで
優雅に歩くと、
時間がなくなる一瞬がある。

秀吉の黄金の茶室でお出迎え

板長が振る舞う座敷カウンター
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将来ハイビスカスで覆われた建築となっていけば、
時間が経てばたつほど価値あるものになっていく。
社の思い入れが沖縄にあるということでした。

コニーズ・シンビル
（藤沢市湘南台）
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民家を改修することは壊す事ではなく加えることです
横浜山手の接待所 “耀”
最初にオリーブを 80 本植えて場をつくった。
そしてそこに建っていた山手の空き家の壁を
白に塗り、屋根を青く塗った。
そして最後に庭にオリーブを 80 本植えたら、
世界が変わった。
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パーティールームの普段は、装飾のためのパーテーションで、
たくさんのコーナーをつくる。
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ドコモショップ
深井店

木造の魅力は実際に肌で感じないとわからない。

ドコモショップ
中百舌鳥店

ドコモショップを木造でつくる

NTT Docomo ドコモショップ
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廊下を道にー曲がり角、エレベーターの前は小さな広場
楽しいオフィス by 沖縄
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120 WORKPLACE KOBE　（ 神戸新聞社 ）
人を招いたり、ミーティングで利用したり
一歩入った瞬間から
心地よさを感じる
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沖縄のホテル
リゾート地なら、なおさらその土地固有の建物であってほしい。
その場所でしか味わえないことが大切な価値になるはずだ。 
わざわざ飛行機で出掛けて行くのに「何々風」では…。 
たとえば沖縄に建つホテルは、
ハワイ風やバリ島風であってはほしくない。
照りつける灼熱の太陽、浜辺で踊るのはハワイや タヒチなら、
やしの葉っぱで作ったスカートでハワイアンなんかを軽快に踊るのであろう。

だが、沖縄は違う。 
極彩色のあでやかな着物を着て、決して慌てず、四つ竹を厳かに舞う。

だから沖縄がいいのだ。

沖縄でホテルを作るのなら、
沖縄以外どこにも 無いホテルをつくることが本質なのだろう。
この先何十年と、流行を気にしないですむ
本物の風景がまたひとつ増えるから。
そしてそれが沖縄の良さをまた引き立たせる事になるのだと思う。
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